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基準１ 教育理念・目的・育成人材像等 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

1-1 理念・目的・育成

人材像は定められてい

るか 
４ 

学則に掲げている目的に沿

い定めている。 

学則、中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ、3 つ

のﾎﾟﾘｼｰに明記している。 

学生や保護者への周知徹底

を図る。 

学則 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

1-2 学校の特色はなに

か 

４ 

「笑顔と感動に包まれた教

育」を実践し、「美容師力」

を備えた実践力のある美容

師を育成している。また、美

容業界で活躍するｻﾛﾝや機関

と連携し、知識・技術・発信

力等を実践的に学ぶことが

できる。幅広い資格取得が可

能である。 

技術奨励金給付制度で技術

向上を目指す。 

美容師国家資格合格率 

88.0％ 

認定ﾌｪｲｼｬﾙ・ﾎﾞﾃﾞｨｴｽﾃﾃｨｼｬﾝ

資格        100％ 

ﾒｲｸ検定 3 級      84.6％ 

ﾒｲｸ検定 2 級      60.0％ 

就職内定率       100％ 

技術奨励金給付者  13 名 

美容師国家資格合格率 100％

を達成する。 

全国大会での上位受賞に向

けて指導を強化する。 

学校の特色について常に情

報発信する。 

事業計画書 

技術奨励金給付規程 

1-3 学校の将来構想を

抱いているか 

４ 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝの再確認を行

った。中期ﾋﾞｼﾞｮﾝに伴い、

2025 年 4月より 60名の入学

定員に変更。2026 年度より

総定員 120 名体制となる。 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝの策定 

経営改善計画の策定 

 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝの実現に向け

ての具体的な取組を実施す

るとともに学生総定員充足

率 100％を維持できるよう努

める。 

学校法人小池学園のﾋﾞ

ｼﾞｮﾝについて（2019 年 6

月 1 日付） 

経営改善計画 

学則 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

年度当初に校長より学校理念をはじめ学校の特色等について改めて確認がな

された。毎月実施される職員会議にて教職員間での共通理解を深めている。

校内の各教室に学生心得を掲示し、学生への周知を図る。 

2025 年度卒業生保護者ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、18 名回答）では学校の理

念・教育方針について理解した、と答えた保護者は 77.8％だった。2025 年

度卒業生満足度調査ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施 23 名回答）では、「実践力のあ

る美容師になる」ことを意識していた、と答えた学生は 91.3％だった。 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準２ 学校運営 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

2-4 運営方針は定めら

れているか ４ 

教育目標、教育方針及び指導

の重点を定めている。 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ及び学校要覧

に明記している。 

運営方針を明確にし、職員に

徹底すると共に取組への評

価、改善を行う。 

中・長期ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

学校要覧 

2-5 事業計画は定めら

れているか ４ 

年度事業計画及び行事計画

を定め、法人の理事会・評議

員会の承認を得ている。 

年度事業計画及び年間行事

計画の作成 

事業計画等の取組への評価、

改善を行う。 

事業計画書 

年間行事計画書 

2-6 学校運営方針を基

に、各種諸規程が整備

されているか 
４ 

諸規程を整備している。  諸規程の見直し、整備を継続

して実施する。 

規程集 

2-7 人事や賃金での処遇

に関する制度は整備さ

れているか 
４ 

公平な人事・賃金設定を目指

している。 

 人事処遇に関する規程の整

備。 

就業規則 

 

2-8 意思決定システム

は確立されているか ４ 
意思決定には全て文書によ

る決裁を要する。 

  伺書 

2-9 情報システム化等

による業務の効率化が

図られているか 
４ 

全館 Wi-Fi 整備。ｵﾝﾗｲﾝ校務

支援ｼｽﾃﾑ及び共有ﾈｯﾄﾜｰｸに

て情報共有を実施。常勤の全

教員が Google 認定者教育ﾚ

ﾍﾞﾙ 1 の資格を取得、Google

ｸﾗｽﾙｰﾑの運用開始。 

 各種ｿﾌﾄの導入およびｼｽﾃﾑ化

の推進による業務の効率化。 

Google 認定教育者資格

証 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 学校運営に必要な事項については、理事長の諮問機関である木曜会を経て、

理事会、評議員会の承認を得て、厳格に決定される。また、実施に当たって

は、伺い書等の文書による決裁を仰いでいる。 

ｵﾝﾗｲﾝ校務支援ｼｽﾃﾑ「BLEND」と 6 号館内共有ﾈｯﾄﾜｰｸ構築により情報共有の

効率化が図られた。2025 年 5 月より教職員が Google 認定教育者レベル 1 の

研修を開始し、9 月 30 日に受講者全員が資格取得した。 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準３ 教育活動 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

3-10 各学科の教育目

標、育成人材像は、そ

の学科に対応する業界

の人材ﾆｰｽﾞに向けて正

しく方向付けられてい

るか 

４ 

美容業界等と密接に連携す

ることにより、教育目標の設

定および必要とされる人材

像を把握し正しく方向づけ

られている。 

職業実践専門課程認定およ

び取組。 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの導入。 

現役美容師や美容ﾃﾞｨｰﾗｰ等

による技術指導の実施やｺﾗ

ﾎﾞｲﾍﾞﾝﾄの開催。 

 職業実践専門課程関連

資料 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施要項 

3-11 各学科の教育目

標、育成人材像を構成

する知識、技術、人間

性等は、業界の人材ニ

ーズレベルに照らし

て、また学科の教育期

間を勘案して、到達す

ることが可能なレベル

として、明確に定めら

れているか 

３ 

教育の成果を図る基準とし

て、美容師国家試験をはじめ

各種資格・検定試験等の合格

基準を目安に、到達目標とし

て設定している。 

 

国家試験合格へ向けてのｽﾃｯ

ﾌﾟである校内検定を実施し

ている。 

さらに、社会人として必要な

接客技術や清掃等について

の社会人検定を実施してい

る。 

時代と共に変化する業界の

人材ニーズレベルに対し、美

容業界研究授業の実施、社会

人検定の内容などの見直し

を継続して図っていく。 

校内検定実施要綱 

事業計画書 

学生心得 

3-12 カリキュラムは

体系的に編成されてい

るか ５ 

美容業界の企業等と密接に

連携を図り教育課程編成委

員会において教育ｶﾘｷｭﾗﾑの

編成を行っている。 

教育課程編成委員会実施 

 第 1 回 R8.1.18（日） 

 第 2 回 R8.2.26（水） 

 

今年度の委員会は規程通り 2

回実施している。 

職業実践専門課程関連

資料 

ｼﾗﾊﾞｽ 

教育課程編成委員会実

施報告書 

 

 
3-13 学科の各科目は、

カリキュラムの中で適

正な位置づけをされて

いるか 
５ 

適正な位置付けがなされて

いる。 

美容師養成施設指定規則に

基づき、本校のｶﾘｷｭﾗﾑを編成

している。 

 美容師養成施設指定規

則 

学則 

ｼﾗﾊﾞｽ 
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3-14 授業評価の実施･

評価体制はあるか 

３ 

教務会や卒業生、保護者への

ｱﾝｹｰﾄによる授業評価を継続

している。教育課程編成委員

会やｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会にて

時代のﾆｰｽﾞに則した授業展

開の実施につなげている。 

また、教員間での面談を実施

している。 

教務会の実施 

教育課程編成委員会の実施 

ｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会の実施 

卒業生ｱﾝｹｰﾄ 

保護者ｱﾝｹｰﾄ 

教育効果を高めるため授業

評価をこまめに実施し、評価

体制についても必要に応じ

て見直しを図る。 

 

卒業生ｱﾝｹｰﾄ 

保護者ｱﾝｹｰﾄ 

3-15 育成目標に向け

授業を行うことができ

る要件を備えた教員を

確保しているか 
５ 

授業を行う教員・講師は、科

目に合った資格を有するこ

ととしている。また、実技科

目は3年以上の美容実務経験

者を確保している。 

  履歴書 

資格証 

3-16 成績評価・単位認

定の基準は明確になっ

ているか ５ 

成績評価･単位認定は定期試

験・検定試験及び履修状況、

出席状況等の基準を設けて

いる。 

定期試験・検定試験における

合格基準点の設定および出

席状況。 

 学則 

学生心得 

3-17 資格取得の指導

体制はあるか 

３ 

資格取得に向けての指導体

制は整っている。 

資格取得に向けての授業展

開と特別講座の実施。 

知識面でのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟや理解

度に応じた反復学習の徹底

が不足。小ﾃｽﾄの実施や ICT

を活用した学習管理を導入

する。 

 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学定員を 60 名（2 学級）とする新体制への移行初年度だった。現役美容師

や美容ﾃﾞｨｰﾗｰ等による授業及びｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの実施により実践的な授業が展開

されている。教育課程編成委員会にて業界のニーズに沿った人材育成のため

の助言がカリキュラム編成に反映されている。 

2025 年度卒業生ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、23 名回答）では、美容師（外部

講師）の授業に関して、82.6％の学生が満足、やや満足している、と回答し

ている。 

2025 年度卒業生保護者ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、18 名回答）では、教育活

動に関する情報公開は適切に行われた、と答えた保護者は、あてはまる、ど

ちらかといえばあてはまる、をあわせて 83.3％だった。 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準４ 教育成果 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

4-18 就職率(卒業者就

職率・求職者就職率・

専門就職率)の向上が

図られているか 

５ 

1 年次から就職指導を行うこ

とにより就職率の向上を図

っている。 

23 年連続就職率 100%であ

る。（2003 年度～2025 年度） 

校内就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

の実施。 

早期退職者数が把握しきれ

ていないが就職先のﾐｽﾏｯﾁが

起こらないよう引き続き就

職指導を実施していく。 

就職実績一覧 

4-19 資格取得率の向

上が図られているか 

３ 

2025 年度実績 

認定ﾌｪｲｼｬﾙ・ﾎﾞﾃﾞｨｴｽﾃﾃｨｼｬﾝ

資格     100％ 

ﾒｲｸ検定 3 級 84.6％ 

ﾒｲｸ検定 2 級 60.0％ 

2024 年度実績 

認定ﾌｪｲｼｬﾙ・ﾎﾞﾃﾞｨｴｽﾃﾃｨｼｬﾝ

資格     100％ 

ﾒｲｸ検定 3 級 90.9％ 

ﾒｲｸ検定 2 級 50.0％ 

 

知識面でのﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟや理解

度に応じた反復練習の徹底

に不足があったため、早期か

らの小ﾃｽﾄの実施や ICT を活

用した学習管理を導入する。 

 

4-20 退学率の低減が

図られているか 

３ 

中途退学者の発生を最小限

に抑えることを目指したが、

2025 年度は前年度よりも退

学者増となった。 

定員増に伴い、学生の背景や

価値観、家庭環境、精神的な

不安など抱える課題が非常

に多様化したことによる。 

保護者との連携・協力をこれ

まで以上に密にし、家庭と学

校が一体となって学生を見

守り、支え合う体制を強化す

る。 

学生異動簿 

4-21 卒業生・在校生の

社会的な活躍及び評価

を把握しているか ３ 

学校案内や学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、

SNS、ｲﾍﾞﾝﾄ時に卒業生や在

校生を紹介。 

11 月 13 日の卒業制作発表会

時に卒業生によるﾍｱｼｮｰを実

施。 

授業やｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽにて卒業

生による講義を実施。 

把握しきれていない卒業生

の活躍及び評価もあるため、

同窓会の整備に取り組む。 

学校案内 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

SNS 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

資格取得に向けては実技指導の強みを維持しつつ、筆記試験対策における

個々の苦手分野への早期かつ多角的なｱﾌﾟﾛｰﾁが課題。また、退学率の低減に

ついてはあらゆる予兆を組織として早期に共有し、適切な支援へ繋げること

で学生が安心して学べる環境づくりを徹底していく。 

2025 年度卒業生ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、23 名回答）では、資格取得に関

して、82.6％の学生が力を入れた、やや力を入れた、と回答している。 

 

 最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準５ 学生支援 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

5-22 学生の就職・進学

指導に関する体制は整

備され、有効に機能し

ているか ４ 

年間予定を通して就職の早

期内定を図る。担任との連携

をはかり、きめ細かい指導を

行う。また求人票の受付方法

を従来の紙媒体からﾃﾞｼﾞﾀﾙ

受付に移行した。 

就職ﾚｸﾁｬｰや進路指導を常時

行い、就職希望者の就職率は

100%である。 

美容業界研究授業、校内就職

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽやｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを実施

している。 

 

学生自身が率先して就職活

動を行う傾向になっている

ことから今後は学生が欲し

い情報を今以上に提供でき

るよう体制を整える。 

 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

5-23 学生相談に関す

る体制は整備され、有

効に機能しているか 

３ 

各学年担当が相談窓口を担

い、組織として情報共有して

いる。 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰが配置され、相談

体制が整っている。 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑの案内を校内に

掲示している。 

 

相談内容が多様化、複雑化し

ていることから学校全体で

問題の解決を図り、場合によ

ってはｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰについて

の利用も促す。また、安心で

きるﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄな空間の確保

も行う。 

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞﾙｰﾑのご案内 

5-24 学生の経済的側

面に対する支援が全体

的に整備され、有効に

機能しているか ４ 

さまざまな経済的支援制度

について積極的に学生に案

内、手続きを行っている。 

給付型奨学金 

貸与型奨学金 

ﾘｼﾞｮﾌﾞ等各民間団体による

奨学金 

 学生募集要項 

授業料等減免規程 

予約型奨学生規程 
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5-25 学生の健康管理

を担う組織体制があ

り、有効に機能してい

るか 

４ 

環境衛生の担当者を置き、学

生の健康管理を担う体制が

取れている。入学後の個別面

談にて学生の持病等を把握

し、必要に応じて保護者から

対応方法の聞き取りをして

いる。救急車要請時のﾏﾆｭｱﾙ

作成と各教室に本校住所を

掲示している。 

年に1回健康診断を実施して

いる。 

救急車要請ﾏﾆｭｱﾙ 

 

 健康診断受診票 

保健調査票 

学校保健計画書 

救急車要請ﾏﾆｭｱﾙ 

5-26 課外活動に対す

る支援体制は整備さ

れ、有効に機能してい

るか ４ 

学校主催の活動について

は、実施することができた。 

1,2 年ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 

校外清掃活動 

卒業制作発表会 

ディズニー研修 

文化研修（劇団四季観劇） 

ミツイ成果報告会 

  

5-27 学生寮等、学生の

生活環境への支援は行

われているか ３ 

学校独自の学生寮はないが、

遠方からの入学希望者には

近隣の不動産会社について

の案内をしている。 

不動産会社と連携している。  不動産会社印刷物 

学生会館による印刷物 

5-28 保護者と適切に

連携しているか 

４ 

保護者へ BLEND にて随時

情報発信している。また、電

話連絡や面談を通して、必要

に応じ、情報共有を図ってい

る。 

BLEND を通じて即時、学生

の出欠席の状況や成績状況

を保護者が把握することが

できる。 

保護者と適切な連携を図り、

学生生活での問題があった

際には早期解決を共に図っ

ていく。 

保護者ｱﾝｹｰﾄ 

5-29 卒業生への支援

体制はあるか 

４ 

実際に働いていくうえで直

面する困難な問題や悩みな

どの支援を支援するため美

容師(卒業生)支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが

ある。 

美容師支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの策定  美容師支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
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会場を借りての就職ｶﾞｲﾀﾞﾝｽでは多くの企業に参加していただき、ｲﾁｺｲによる

就職ｾﾐﾅｰや美容業界研究授業、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等の就職支援から早期の内定を実現

している。 

学生相談の内容が多様化、複雑化しており、保護者、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰなどあらゆ

る側面から学生のサポートが必要となっている。 

2025 年度卒業生ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、23 名回答）では、教職員のｻﾎﾟｰﾄ

に関しては、95.7％の学生が満足、やや満足と回答した。就職のｻﾎﾟｰﾄに関し

ては、100％の学生が満足、やや満足、と回答している。 

2025 年度卒業生保護者ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、18 名回答）では、 

就職に関する指導・対策は充実していたか、という質問に対し、あてはまる、

どちらかといえばあてはまると答えた保護者は 94.4％だった。 

また、家庭と適切な連携を保っていた、という質問に関しては、あてはまる、

どちらかといえばあてはまる、をあわせて 88.9％だった。 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準６ 教育環境 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

6-30 施設・設備は、教

育上の必要性に十分対

応できるよう整備され

ているか 
５ 

整備されている。 指導要領に沿った施設･設備

において授業を実施してい

る。LED 照明化の工事を進

め、防犯カメラの設置を実施

した。什器型学習机の導入。 

 指導要領 

6-31 学外実習、ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ、海外研修等につい

て十分な教育体制を整

備しているか 

４ 

2025年度のｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟは 5月

に 2 年生、11 月に 1 年生が

実施。卒業制作発表会を 11

月に実施。2023 年 10 月より

技術奨励金給付制度を導入。 

韓国海外研修の実施。 

2025年 10月にCity&Guilds

認定校となる。 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受け入れｻﾛﾝの評

価を学生指導に活かしてい

る。 

技術奨励金給付規程に則り、

2024 年度 7 名、2025 年度に

は 13 名に奨励金を支給し

た。 

2025 年 7 月 1 日より 3 泊 4

日で 14 名の学生が韓国研修

に参加。 

 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施要領 

技術奨励金給付規程 

旅行届 

6-32 防災に対する体

制は整備されているか 

４ 

年 2回の防災点検及び年 1回

の合同避難訓練（4月 16日）

を実施している。 

不審者対応ﾏﾆｭｱﾙを策定し

た。 

防災点検報告書 

避難訓練実施要領 

大地震発生対処ﾏﾆｭｱﾙ 

不審者対応ﾏﾆｭｱﾙ 

 防災点検報告書 

建築物・建物設備定期調

査報告書 

日常点検記録 

安全点検表 

避難訓練実施要領 

危険発生時の各種ﾏﾆｭｱﾙ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実践的な職業教育を行う為の施設、設備の拡充を行っている。 

防災タイムライン、不審者対応ﾏﾆｭｱﾙを策定し、校内全体で共有を図る。 

2025 年度卒業生ｱﾝｹｰﾄ（2026 年 3 月実施、23 名回答）では、教育環境に関

して、82.6％の学生が満足、やや満足している、と回答している。 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準７ 学生の募集と受け入れ 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

7-33 学生募集活動は、

適正に行われているか 

５ 

公正な募集活動を行ってい

る。 

 

総合型選抜や推薦入試の受

付期日等は埼玉県専修学校

各種学校協会の申し合わせ

に従い適切に対応している。 

 学校案内 

募集要項 

令和 7 年 3 月 3 日埼専各

第 66 号 

7-34 学生募集活動に

おいて、教育成果は正

確に伝えられているか ５ 

適切かつ公正な情報を伝え

ている。 

合格率、就職率等の数字はそ

れに係る根拠を適切に示し

ている。 

ｺﾝﾃｽﾄ、競技大会等の結果に

ついても同様である。 

 美容師国家試験実施結

果（理容師美容師試験研

修ｾﾝﾀｰ）等 

7-35 入学選考は、適正

かつ公平な基準に基づ

き行われているか ５ 

入学選考にあたり、基本的

人権の尊重と教育の機会均

等に配慮している。 

令和 7 年 5 月 9 日付学事第

187 号「公正な入学者選抜」

に係る書類等の取扱いにつ

いて（通知）に基づいている。 

 

 

令和 7 年 5 月 9 日付学事

第 187 号 

7-36 学納金は妥当な

ものとなっているか 
５ 

妥当である。 教育活動上妥当である。  学則 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2025 年度学生募集については、58 名の入学者にて終了。 

 

出願者数 59 名 

合格者数 59 名 

入学手続者数 59 名 

入学者数 58 名 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準８ 財務 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

8-37 中長期的に学校

の財務基盤は安定して

いるといえるか ４ 

今年度もﾌﾟﾗｽ収支を継続で

きたが、入学定員未充足とな

ったため、これを改善できる

よう学生の安定確保に努め

る。 

 

2026 年度入学者数 58 名 

2025 年度入学者数 60 名 

2024 年度入学者数 35 名 

2023 年度入学者数 39 名 

入学定員の安定確保、外部資

金の獲得等による収入の安

定化及び人件費、経費支出の

適正化等により財政基盤を

強化する。 

貸借対照表 

事業活動収支決算書 

8-38 予算・収支計画は

有効かつ妥当なものと

なっているか ４ 

妥当である。 予算書、収支計画書を作成し

理事会の承認をもらってい

る。補正予算を作成して計画

との誤差を少なくしている。 

継続的に経常収支等財務状

況の改善を図りながら計画

的な施設設備への投資を行

っていく。 

予算書 

決算書 

8-39 財務について会

計監査が適正におこな

われているか ５ 

適正に行われている。 監査法人による監査を実施

（年 10 回）。 

監事による監査を実施（年 2

回）。 

 監事監査報告書 

理事会議事録 

事業報告書 

独立監査人の監査報告

書 
8-40 財務情報公開の

体制整備はできている

か ５ 

財務情報公開資料を事務室

に備え付けると共にﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞ上で公開している。 

情報公開資料を作成してい

る。 

 財務情報公開資料 

学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学定員未充足となったがこれを改善できるよう引き続き入学定員確保に向

けて受験生、保護者等に有用な広報活動を継続して行い、収入の安定、増収

を図る。 

 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準９ 法令等の遵守 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

9-41 法令や専修学校

設置基準等が遵守さ

れ、適正な運営がなさ

れているか ５ 

運営している。 

例年、コンプライアンス委員

会のもと、教職員研修を実施

し、学園を挙げて法令遵守に

取り組んでいる。 

設置基準等に基づいた内容

である。 

2026年 3月 18日に学園研修

実施。 

 美容師養成施設指定基

準等 

諸規程 

9-42 個人情報に関し、

その保護のための対策

がとられているか 
５ 

対策している。 個人ﾃﾞｰﾀはｾｷｭﾘﾃｨを施し、持

ち出しはしないようにして

いる。 

2025年 8月 21日学園研修実

施。 

入学者より肖像権使用同意

書を取り、本人の同意を確認

した上で掲載している。 

個人情報保護ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

肖像権使用同意書 

9-43 自己点検・自己評

価の実施と問題点の改

善に努めているか ５ 

職業実践専門課程の学校関

係者評価委員会を実施し、自

己点検の検証を行っている。 

職業実践専門課程の認定及

び取組。 

 

 職業実践専門課程関連

資料 

9-44 自己点検・自己評

価結果の公開はしてい

るか ５ 

自己点検・自己評価の結果に

基づいて実施される学校関

係者評価委員会の報告を公

開している。 

本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上で公開して

いる。 

 本校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

2025 年 8 月 21 日に株式会社ビズアップ総研の山野珠実様による「情報リテ

ラシー研修」、2026 年 3 月 18 日に講師の藤内恵子様による「心臓マッサー

ジと AED の使用方法」についての学園研修を行った。 

 

最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 
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基準１０ 社会貢献 
 

点検小項目 
*点検の 

進み具合 
ア 現状認識・評価等 イ アの根拠 ウ 課題とその解決方向 参考資料 

10-45 広く教育機関、

企業・団体、および地

域との連携・交流を図

っているか 

４ 

美容関係の企業等との連携

を密接に行っている。 

地域住民との交流を図る学

園祭（東萌感謝祭）開催。ま

た、企業、地域 NPO 法人主

催のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加し

た。 

越谷市役所ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ Z 係と

して越谷市の魅力をｲﾝｽﾀｸﾞﾗ

ﾑや NHK 総合の夕方の情報

番組にて発信した。 

 

職業実践専門課程の認定及

び取組。 

2025 年度主なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 

・5/18（日）まるななﾏｰｹｯﾄ 

・7/19（土）ﾌﾟﾚﾐｱ教室 

・8/16（土）・17（日）泡あ

わﾎﾞﾝﾎﾞﾝ 

・9/14（日）こしがやﾋﾞｼﾞﾈｽ

ｷｯｽﾞﾌｪｽ 

・9/20（土）ななｻﾎﾟまつり 

・10/11（土）、12（日）東萌

祭 

・10/19（日）まるななﾏｰｹｯﾄ 

・10/26（土）ｿﾞﾝﾋﾞﾒｲｸ体験

ｲﾍﾞﾝﾄ 

・11/2（日）YEG ﾗﾝﾄﾞそうか

にあ 

  

10-46 学生のボランテ

ィア活動を奨励、支援

しているか 
４ 

学年ごとに校外清掃活動を

実施した。 

彩の国ﾛｰﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ団体に登録

し清掃活動を実施。 

2025 年度清掃活動 

・4/11（金）、5/20（金）に実

施。 

 

  

* 5.完璧 4.かなり進んでいる 3.普通 2.やや足りない 1.ほとんど進んでいない NA.当てはまらない 

点検中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

多方面からﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力要請が増えている。今後も継続して地域と連携・交流

を図りながら社会貢献に務める。 

越谷市と連携した活動により地域から愛される学校運営を行う。 

 

 
最終更新日付 2026 年 03 月 31 日 記載責任者 泉 佳奈子 

 


